






























































P-42.7×2.3 2.29 2.92 5.97 2.80
P-21.7×2 0.97 1.24 0.61 0.56
L-40×40×3 1.83 2.34 3.53 1.21
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柱 P-42.7×2.3 0.4<－> 0.8 2.29 1.8 0.4 2.92 5.97 2.80
間柱 P-42.7×2.3 0.9<－> 0.9 2.29 2.1 0.4 2.92 5.97 2.80
上弦材 P-42.7×2.3 2.8<－> 5.4 2.29 12.4 2.4 2.92 5.97 2.80
下弦材 P-42.7×2.3 5.2<－> 5.2 2.29 11.9 2.3 2.92 5.97 2.80
斜材 P-21.7×2.0 1.1<0.4> 6.4 0.97 6.2 1.2 1.24 0.61 0.56
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ハウトラス【解析モデル（補強）】
【応力（補強）】
【変位（補強）】
最大応力95 MPa
最大変位2.1 mm
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第16回南極設営シンポジウム 2019年6月3日
CFRPポールの製造上の特徴を考慮した合理的な架構
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第16回南極設営シンポジウム 2019年6月3日
既存掘削場屋根をモデルとした構造部材のCFRP置換検討によって以下の
知見を得た．
 現状の架構形式を変えずに材料のみをCFRPポールに置換した場合，
75%程度の架構重量減となり，輸送効率および組立効率の向上が期待
できる．
 CFRPポールの製造上の特徴や材料強度を考慮した場合，ハウトラス
形式やボールジョイント接合部など組立効率の良い架構形式が期待で
きる．
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第16回南極設営シンポジウム 2019年6月3日
 CFRPポールの極低温環境での材料特性の把握
• 力学特性（材料強度，弾性係数，クリープ，疲労など）
• 線膨張係数
• 耐候性（極低温，日射，可能であれば現地暴露試験）
 CFRPポールの極低温環境での部材としての構造性能の把握
• 座屈性状
• 異種材料との相性（クリープ，線膨張係数，接触腐食）
 CFRPポールの部材接合方法の検討
• 接合強度
• 施工性
• 架構試設計
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